


















1 目的 核家族化、都市化、国際化の中で女性の職場進出やライフスタイルの変化、一方

では、子供の食生活等の変化により、母子保健の新しい問題が派生してきている。例えば、

家族や母性の孤立化等による育児不安、思春期や不登校の問題あるいは幼児期に於ける肥

満等成人病の問題であり、これらを組み込んだ母子保健の体系化及び推進が求められてい

る。

こうした新しい母子保健の推進は多くの機関や関係者の有機的連携が必然視されている。

そうした中で保健婦や助産婦はどのような役割をとっているか、特に保健所及び市町村を

中心にして、そこでの母子保健業務推進に於ける保健婦、助産婦の役割及び具体的業務の

明確化並びに連携のあり方について検討することを目的とする。今年度は既存資料から母

子保健業務や要員等の推移を分析し、その反省、問題の中から次年度からの施行に備える

ことを目的とした。


